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12月定例議会

新
た
な
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
策
定
の
取
り
組
み
、

こ
れ
に
シ
フ
ト
す
る
考
え
は
な
い
か
。

こ
れ
は
ま
だ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
衆
議
院
選
挙
が
終
わ
っ

て
国
・
県
が
具
体
化
し
て
い
く
段
階
で
町
も
そ
れ
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長
の
思
い
入
れ
と
い
う
か
、
10
年
を
見
越
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
の
目
玉
と
い
う
か
、
そ
う

い
う
事
を
こ
の
字
句
で
表
現
す
る
以
外
に
少
し
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

す
べ
て
が
目
玉
で
あ
る
。
筆
頭
の
基
本
理
念
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
を
守
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

産
業
が
一
番
目
に
来
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
判
断
を

さ
れ
た
の
か
。

こ
れ
は
優
先
順
位
を
並
べ
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
時
々
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
今

そ
の
時
は
何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
的
確
に
捕
ら

え
な
が
ら
、
今
後
判
断
し
て
い
き
た
い
。

主
な
質
疑

　

12
月
定
例
議
会
は
、

12
月
９
日
に
招
集
さ

れ
、
12
日
ま
で
の
４
日

間
の
会
期
で
開
催
し

た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
平
成
26
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
ほ
か
、

特
別
会
計
補
正
予
算
５

件
、
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
、
条
例
の
制
定

及
び
一
部
改
正
６
件

で
、
い
ず
れ
も
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り

全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

芦
北
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
２
件
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で

同
意
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
諮
問
２
件
に

つ
い
て
も
全
会
一
致
で

適
任
と
認
め
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
３

議
員
が
登
壇
し
、
町
執

行
部
の
考
え
を
た
だ
し

た
。

質質質 答答 答
芦
北
町
総
合
計
画(

第
二
次)

に

対
す
る
質
疑

吉
よし

田
だ

　典
みち

博
ひろ

氏
(八　幡)

湯
ゆ

野
の

　一
かず

之
ゆき

氏
(立　川)

竹
たけ

浦
うら

　裕
ひろ

道
みち

氏
(田　浦)

濱
はま

田
だ

　辰
たつ

喜
き

氏
(井牟田)

【
人
　
事
】

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

に
推
薦
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補正予算を可決
一般会計、特別会計等を併せて

9,015万円追加

○マイナンバー制度導入事業････････････････････････････････････２５８万円
○海岸漂着物地域対策推進事業･･････････････････････････････････４１６万円
○自立支援医療費扶助費････････････････････････････････････････７９６万円
○子育て世帯臨時特別給付金･･････････････････････････････････････６７万円
○農業経営の法人化等支援事業補助金･･････････････････････････････４０万円
○中山間地域等直接支払交付金･･････････････････････････････････１６７万円
○道の駅急速充電器設置工事･････････････････････････････････ １,１７３万円
○御立岬温泉センター施設修繕料････････････････････････････････２２３万円
○御立岬公園施設修繕料････････････････････････････････････････１７８万円

会　　計　　名 補正額(増額) 補正後の総額

一 般 会 計 ８,４４５万円 １０１億４,６７７万円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 １０１万円 ３５億５,８３８万円

介 護 保 険 事 業 １７２万円 ２０億８,５６０万円

簡 易 水 道 事 業 ４６万円 ７,３６６万円

生 活 排 水 処 理 事 業 １４万円 ５,６１４万円

町 有 温 泉 事 業 ９８万円 ９,９６５万円

公 営 企 業 会 計 ( 水 道 事 業 ) １３９万円 ３億６７７万円

合　　　　計 ９,０１５万円 １６３億２,６９７万円

◆補正予算の主な事業（一般会計）
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平成26年 第６回芦北町議会定例会（抜粋）

区　　分 議　　　案 内　　　　　　容 審議結果

承認第８号 平成26年度芦北町一般会
計補正予算(第５号)

地方自治法第179条第１項の規定により、専決処
分したので、同条第３項の規定により、これを報
告し、承認を求める。

原案可決

議案第57号 平成26年度芦北町一般会
計補正予算(第６号)

既定の予算に8,445万円追加し、総額を101億
4,677万円とする。 原案可決

議案第58号
平成26年度芦北町国民健
康保険事業特別会計補正
予算(第２号)

既定の予算に101万円追加し、総額を35億
5,838万円とする。 原案可決

議題第59号
平成26年度芦北町介護保
険事業特別会計補正予算
(第２号)

既定の予算に172万円追加し、総額を20億
8,560万円とする。 原案可決

議題第60号
平成26年度芦北町簡易水
道事業特別会計補正予算
(第１号)

既定の予算に46万円追加し、総額を7,366万円
とする。 原案可決

議案第61号
平成26年度芦北町生活排
水処理事業特別会計補正
予算(第１号)

既定の予算に14万円追加し、総額を5,614万円
とする。 原案可決

議案第62号
平成26年度芦北町有温泉
事業特別会計補正予算(第
２号)

既定の予算に98万円追加し、総額を9,965万円
とする。 原案可決

議案第63号 平成26年度芦北町水道事
業会計補正予算(第１号)

既定の予算に139万円追加し、総額を３億677万
円とする。 原案可決

議案第68号
芦北町国民健康保険条例
の一部を改正する条例の
制定

健康保険法施行令等の一部改正に伴い条例を改正
する必要があるため条例を改正する。 原案可決

議案第69号

芦北町家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例

次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るため
の次世代育成支援対策推進法等の一部を改正する
法律の施行に伴い条例を改正する。

原案可決

議案第70号 芦北町総合計画(第二次)
を定めることについて

芦北町総合計画に係る基本構想及び基本計画を策
定するときは、芦北町総合計画策定条例第４条第
１項の規定に基づき議会の議決を経る必要があ
る。

原案可決

同意第３号
教育委員会委員の任命に
つき同意を求めることに
ついて

任期満了に伴い、竹浦裕道氏(再任)を教育委員会
委員に任命する。 原案同意

同意第４号
教育委員会委員の任命に
つき同意を求めることに
ついて

前任者の後任として、吉田典博氏(新)を教育委員
会委員に任命する。 原案同意

諮問第１号
人権擁護委員の推薦につ
き意見を求めることにつ
いて

任期満了に伴い、濱田辰喜氏(再任)を人権擁護委
員に推薦する。 原案適任

諮問第２号
人権擁護委員の推薦につ
き意見を求めることにつ
いて

前任者の後任として、湯野一之氏(新)を人権擁護
委員に推薦する。 原案適任
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坂本議員

一般質問（抜粋）

戦没者慰霊塔の統一は！

湯
浦
慰
霊
塔
、
田
浦
慰
霊
塔

を
み
か
げ
公
園
内
の
慰
霊
碑
に
統

一
す
る
計
画
が
あ
る
と
聞
く
が
、

そ
の
内
容
と
推
移
及
び
今
後
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
　
長

　

慰
霊
碑
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

５
地
区
の
遺
族
会
が
み
か
げ
公
園

に
あ
る
慰
霊
碑
へ
合
祀
す
る
方
向

で
合
意
に
い
た
り
、
町
に
対
し
て

新
た
な
陳
情
書
が
出
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

戦
没
者
の
追
悼
と
恒
久
平
和
へ

の
思
い
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
町
が

事
業
主
体
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。

福
祉
課
長

　

碑
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
が
戦
後
70
周
年
、
新
町
合

併
10
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
む
計
画

で
あ
る
。

田
浦
慰
霊
塔
の
あ
る
場
所
の

状
況
は
荒
れ
果
て
て
い
る
。
土
地

の
管
理
責
任
は
ど
こ
か
。

福
祉
課
長

　

慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
敷

地
は
町
有
地
で
あ
り
、
通
常
の
管

理
は
田
浦
戦
没
者
遺
族
会
の
協
力

質質 答答答

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
が
行
っ

て
い
る
。

田
浦
慰
霊
塔
周
辺
の
住
民
は

土
砂
災
害
を
心
配
し
て
い
る
。
防

災
上
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。福

祉
課
長

　

町
道
側
の
慰
霊
塔
敷
地
の
法
面

に
は
災
害
防
止
の
た
め
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
擁
壁
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
・

落
石
防
護
柵
が
設
置
し
て
あ
り
、

現
在
の
防
護
柵
へ
の
崩
土
状
況
を

見
る
限
り
、
防
災
上
の
安
全
は
確

保
し
て
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

年
に
何
回
か
決
め
て
集
落
内

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
め
た

粗
大
ご
み
を
町
が
収
集
で
き
る
よ

う
に
、
具
体
的
な
対
応
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

住
民
生
活
課
長

　

来
年
度
か
ら
モ
デ
ル
的
に
、
ま

ず
は
高
齢
化
率
の
高
い
過
疎
山

間
地
域
の
一
部
を
対
象
地
域
と
し

て
、
粗
大
ご
み
の
中
で
も
現
在
持

ち
込
み
が
無
料
化
さ
れ
て
い
る
布

団
、
じ
ゅ
う
た
ん
等
に
つ
い
て
、

年
に
１
、２
回
、
現
地
で
収
集
で

き
る
回
収
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
実
施

し
た
い
。

ビ
ン
類
の
袋
、
生
ご
み
用
の

袋
を
小
さ
い
袋
に
し
て
ほ
し
い
と

要
望
が
あ
る
。
小
さ
い
袋
の
種
類

を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長

　

来
年
度
か
ら
ビ
ン
類
等
を
対
象

と
し
た
資
源
不
燃
袋
を
現
在
の
容

量
30
ℓ
袋
に
、
資
源
不
燃
の
小
容

量
10
ℓ
を
追
加
し
、
２
種
類
で
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

生
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

生
ご
み
大
10
ℓ
、
生
ご
み
小
５
ℓ

の
２
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
で
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

芦
北
町
の
人
口
は
、
平
成

18
年
か
ら
25
年
ま
で
の
７
年
間
で

は
年
平
均
２
９
５
人
の
ペ
ー
ス
で

減
り
続
け
て
い
る
。
今
後
の
芦
北

町
の
人
口
の
推
移
は
ど
う
な
る
の

か
、
町
の
予
測
を
年
度
別
に
お
願

い
し
た
い
。

企
画
財
政
課
長

　

国
勢
調
査
を
も
と
に
し
た

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研

究
所
の
将
来
推
計
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
で
１
６
，４
２
８
人

２
０
３
０
年
で
１
３
，７
０
４
人

２
０
４
０
年
で
１
１
，２
６
８
人

と
の
推
計
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
一
人
の
女
性
が
一
生
の

う
ち
で
産
む
子
ど
も
の
平
均
人
数

を
示
す
合
計
特
殊
出
生
率
は
２
・

０
７
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
町

の
平
成
25
年
度
の
出
生
数
及
び
出

生
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

住
民
生
活
課
長

　

町
の
平
成
25
年
度
出
生
数
は

１
２
７
人
で
合
計
特
殊
出
生
率
は

１
・
７
７
８
０
１
で
あ
る
。

人
口
減
少
統
括
部
署
を
つ
く

り
、
執
行
部
の
役
職
と
全
職
員
、

議
会
は
も
と
よ
り
、
全
町
民
挙
げ

て
の
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
。

町
の
人
口
減
少
対
策
問
題
に
つ
い

て
、
町
長
の
見
解
は
い
か
が
か
。

町
　
長

　

本
町
で
は
少
子
化
対
策
や
定
住

促
進
対
策
な
ど
、
様
々
な
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
の
国
の
地
方
創
生
政

策
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら

施
策
内
容
の
熟
度
を
高
め
、
各
般

に
わ
た
る
施
策
の
適
正
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

粗
大
ご
み
の
収
集
及
び

ご
み
袋
の
種
類
は

町
の
人
口
減
少
対
策
は

質質 答答

質質 答答

質質 答答
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寺本議員

旧国民年金健康保養センター
の今後の活用を問う！

一般質問（抜粋）

当
施
設
は
年
金
受
給
者
の
福

祉
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
芦
北
町

の
観
光
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
引
き
渡
さ
れ

て
か
ら
７
年
余
の
歳
月
が
経
っ
て

お
り
、
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

町
　
長

　

平
成
17
年
１
月
の
閉
鎖
以
来
、

宿
泊
施
設
の
誘
致
を
主
眼
と
し

て
多
方
面
に
わ
た
る
誘
致
活
動
を

行
っ
て
来
た
が
、
残
念
な
が
ら
、

現
段
階
で
は
誘
致
に
い
た
っ
て
い

な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
回
新
た
に

国
道
３
号
沿
い
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
進
出
が
正
式
決
定
し
、
来

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
需
要

に
即
応
で
き
る
施
設
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。

施
設
が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら
９

年
余
が
経
つ
が
、
歳
月
が
経
過
す

る
こ
と
に
よ
り
、
改
修
費
用
が
嵩

む
等
々
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
　
長

　

閉
館
か
ら
10
年
を
迎
え
、
内
部

損
傷
な
ど
が
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。

質質 答答

　

ま
た
、
県
立
公
園
内
に
未
利
用

建
物
と
し
て
長
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
景
観
上
の
阻
害
要

因
、
風
致
上
の
問
題
も
内
在
し
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
進
出
を
契

機
と
し
、
旧
国
民
年
金
健
康
保
養

セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
活
用
し
た
ホ

テ
ル
誘
致
は
白
紙
化
す
る
こ
と
と

し
、
解
体
を
含
め
て
今
後
の
方
策

を
検
討
し
た
い
。

庁
舎
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
良
い

方
向
に
持
っ
て
い
く
と
の
答
弁

が
あ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　

庁
内
で
町
三
役
を
は
じ
め
、
関

係
６
課
長
に
よ
る
検
討
を
行
い
、

当
該
施
設
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致
を
推

進
し
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
を
開

催
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成

25
年
度
の
間
は
東
京
都
の
設
計

会
社
な
ど
２
社
と
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
た
め
、

土
地
利
用
計
画
に
関
す
る
覚
書
を

交
わ
し
利
用
計
画
図
や
計
画
模
型

の
製
作
を
行
い
、
企
業
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
な
ど
行
っ
た
が
、
資
金
調

達
面
や
運
営
事
業
者
の
確
保
の
目

途
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
る
。

何
回
ぐ
ら
い
協
議
し
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
、
ど
の
よ
う
な
結

論
に
達
し
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　

平
成
20
年
７
月
に
第
１
回
目
を

開
催
し
、
そ
の
後
必
要
に
応
じ
開

催
し
て
い
る
。
内
容
は
、
ホ
テ
ル

誘
致
の
方
向
性
、
周
辺
整
備
、
町

の
支
援
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

質質 答答

旧国民年金健康保養センター

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

何
件
の
業
者
か
ら
希
望
が

あ
っ
た
の
か
。

町
　
長

　

㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ボ
ン
ド
、
㈱
Ｋ

＆
Ｙ
石
川
代
表
、
川
越
東
武
ホ

テ
ル
藤
本
総
支
配
人
、
サ
ン
ホ
テ

ル
、
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
、
藤
岡
弘

氏
、
㈱
十
兵
衛
、
生
駒
名
水
㈱
、

福
岡
医
師
会
、
㈳
日
医
支
援
機

構
、
㈱
立
山
、
熊
本
テ
ル
サ
館
長

等
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
成
就
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
低
迷
、

そ
れ
に
伴
う
民
間
会
社
等
の
大
規

模
な
設
備
投
資
へ
の
慎
重
な
姿
勢

の
広
が
り
と
思
っ
て
い
る
。

企
業
と
町
で
組
織
を
立
ち
上

げ
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
選
択

肢
は
な
か
っ
た
の
か
。

町
　
長

　

町
独
自
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
い

う
意
見
は
当
然
出
て
き
た
。
し
か

し
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
か
専
門

的
な
分
野
に
な
る
し
、
む
し
ろ
優

良
企
業
を
招
い
た
方
が
い
い
と
い

う
こ
と
で
検
討
し
た
。

質質質 答答答
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川尻議員

一般質問（抜粋）

町発注工事の
予定価格アップを！

　

公
共
工
事
に
お
け
る
設
計
労
務

単
価
が
全
国
で
、
平
成
25
年
度

16
・
１
％
、
平
成
26
年
２
月
更
に

７
・
１
％
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

本
町
の
設
計
労
務
単
価
は

ど
う
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
本
町

の
予
定
価
格
の
積
算
は
国
の
定
め

た
基
準
単
価
を
参
考
に
し
て
い
る

か
。

建
設
課
長

　

設
計
労
務
単
価
は
、
県
内
共
通

単
価
を
採
用
し
て
い
る
。

総
務
課
長

　

予
定
価
格
は
、
県
内
共
通
労
務

単
価
を
も
と
に
設
計
さ
れ
た
設
計

額
を
参
考
に
し
て
い
る
。

発
注
者
と
し
て
工
事
の
適
正

価
格
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　

適
正
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

今
の
建
設
業
界
の
状
況
を
ど

う
思
わ
れ
る
か
。
適
正
価
格
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
認
識
か
。

町
　
長

　

今
は
、
建
設
業
組
合
か
ら
正
式

に
要
望
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
社

質質質 答答答答

会
情
勢
を
か
ん
が
み
反
映
さ
せ
る

べ
き
と
思
う
。

建
設
工
事
の
予
定
価
格
に
つ

い
て
副
町
長
の
考
え
は
な
い
か
。

副
町
長

　

最
近
、
国
交
省
か
ら
法
に
基
づ

き
、
適
正
な
予
定
価
格
を
定
め
る

よ
う
通
達
が
来
て
い
る
の
で
、
今

後
そ
う
い
う
点
も
踏
ま
え
て
適
正

な
予
定
価
格
を
決
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

子
育
て
世
帯
と
祖
父
母
世
帯
が

近
く
に
住
み
助
け
合
う
「
近
居
」

を
後
押
し
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。住

宅
購
入
費
や
転
居
費
用
の

一
部
助
成
等
の
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
課
長

　

都
市
部
で
は
助
成
す
る
自
治
体

は
あ
る
が
県
内
で
は
取
り
組
み
が

な
い
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
調
査
で
も

要
望
は
な
く
、
近
居
に
対
し
て
新

た
に
助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

住
宅
助
成
の
新
た
な
取
り
組

み
と
い
う
事
で
い
か
が
か
。

町
　
長

　

｢

近
居｣

と
は
、
国
交
省
の
資
料

に
よ
る
と
、
車
・
電
車
で
１
時
間

以
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
と
あ

る
。
事
業
の
取
り
組
み
に
は
検
討

を
要
す
る
気
が
す
る
が
、
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

国
が
定
め
る
次
世
代
育
成
支

援
策
促
進
法
に
基
づ
く
芦
北
町
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
が
本
年

度
で
期
限
切
れ
と
な
る
。
新
た
に

作
成
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
」
に
助
成
策
を
盛
り
込
む

考
え
は
な
い
か
。

福
祉
課
長

　

国
が
定
め
る
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
策
定
に
係
る

基
本
指
針
及
び
次
期
次
世
代
の
行

動
計
画
策
定
指
針
の
中
に
記
載
事

項
と
し
て
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
計
画
に
盛
り

込
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

広
島
市
北
部
で
発
生
し
た
土

砂
災
害
を
教
訓
に
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
指
定
を
促
進
す
る
改
正
土
砂

災
害
防
止
法
が
成
立
し
た
。
本
町
で

も
独
自
に
調
査
し
、
早
急
に
町
民
に

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
　
長

　

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
警

戒
区
域
の
指
定
は
、
既
に
４
９
７

か
所
が
指
定
さ
れ
、
町
民
に
周
知

し
て
い
る
。
未
調
査
箇
所
は
、
調

査
主
体
で
あ
る
県
に
早
急
な
調
査

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

　

各
戸
に
配
布
し
た
防
災
マ
ッ

プ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

要
支
援
者
家
族
の
把
握
も
あ

る
と
思
う
が
、
こ
れ
が
功
を
奏
す

る
の
は
、
周
知
と
災
害
を
想
定
し

た
訓
練
に
あ
る
と
考
え
る
。
地
域

で
自
主
的
な
訓
練
を
計
画
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

防
災
訓
練
を
年
明
け
２
月
に
予

定
し
て
い
る
。

建
設
残
土
に
よ
る
土
砂
災
害

も
予
想
さ
れ
る
が
本
町
公
有
地
、

私
有
地
等
に
建
設
残
土
の
廃
土
処

理
の
状
況
を
把
握
し
て
災
害
が
起

き
な
い
よ
う
周
知
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

　

民
間
の
と
こ
ろ
は
現
地
を
見
て

確
認
し
た
い
。

質質質 答答

質質 答答

「
二
世
帯
近
居
」
家
族
へ
の

支
援
策
の
考
え
は
な
い
か

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
調

査
と
周
知
は
ど
う
す
る

答答 質質 答答
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議
員
視
察
研
修
報
告

期
日
…
平
成
26
年
10
月
22
日
〜
24
日

場
所
…
長
野
県
南
箕
輪
村
、
小
川
の
庄
、
小
布
施
町

【
南み

な
み
み
の
わ

箕
輪
村
】

よ
り
活
発
な
議
会
活
動
へ
の
取
り
組

み
と
は
何
か
。

　

平
成
の
大
合
併
で
自
立
の
道
を
選
ば
れ

た
こ
と
は
住
民
投
票
の
結
果
を
重
視
し
た

も
の
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
活
性
化
策
を

実
行
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

①
平
成
16
年
９
月
定
例
会
に
て
議
員
定
数

を
16
人
か
ら
10
人
へ
の
削
減
を
決
定
さ
れ

る
。

②
平
成
22
年
６
月
か
ら
村
内
の
各
種
団
体

と
の
懇
談
会
を
始
め
る
。
同
時
に
議
会
基

本
条
例
を
制
定
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
効
果
と
し
て
、
委

員
長
会
議
な
ど
を
設
け
、
住
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
政
策
提
言
な
ど
を
議
会
の
統

一
意
見
と
し
て
行
わ
れ
た
り
、
議
員
発
議

な
ど
活
発
に
行
わ
れ
、
大
変
立
派
な
活
動

で
す
。
た
だ
こ
の
良
い
状
況
の
中
に
も
、

移
住
者
が
自
治
区
に
入
ら
な
い
、
人
口
増

に
対
比
し
10
名
の
議
員
で
は
対
応
出
来
な

い
な
ど
の
問
題
点
も
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
町
も
子
育
て
の
支
援
は
先
進
地
で
あ
り

他
町
に
は
劣
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
の
基
本
条
例
は
、
住
民
の
代
表
と

し
て
、
良
心
と
責
任
感
を
自
覚
す
る
も
の

で
あ
る
の
で
、
制
定
へ
向
け
取
り
組
み
な

が
ら
、
日
常
の
活
動
の
中
で
町
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

【
小お

が

わ川
の
庄

し
ょ
う

　
お
や
き
村
】

地
域
を
元
気
に
す
る
特
産
品
は
ど
う

す
れ
ば
出
来
る
の
か
。

　

狭
い
山
道
を
登
り
上
が
っ
た
峠
に
観
光

客
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
疑
う

よ
う
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き

考
え
ま
し
た
。

①
立
地
現
地
に
驚
き
、
努
力
と
発
想
が
あ

れ
ば
場
所
は
選
ば
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

②
昔
な
が
ら
の
郷
土
食
「
お
や
き
」
に
着
目
、

そ
の
商
品
に
驚
き
、
漬
け
物
な
ど
多
種
多

様
の
開
発
に
対
し
最
大
限
の
戦
略
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

③
年
配
者
で
も
働
け
る
環
境
づ
く
り
や
地

元
産
品
の
活
用
な
ど
の
流
通
戦
略
に
驚
き

ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
イ
ン
パ
ク

ト
を
あ
た
え
話
題
性
を
つ
く
り
、
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
知
名
度
を
上
げ
る
な
ど
計
算

し
つ
く
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

公
的
な
資
金
を
あ
て
に
せ
ず
、「
小
川
の

庄
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
人
々
の
真
剣
に

努
力
さ
れ
た
姿
に
感
動
を
覚
え
た
と
共
に

本
町
で
も
必
ず
実
行
で
き
る
良
い
事
例
で

あ
り
、
今
後
に
生
か
せ
る
良
い
視
察
で
し

た
。

南箕輪村での視察研修

小布施町での視察研修

【
小お

ぶ

せ

布
施
町
】

人
が
訪
れ
る
観
光
地
作
り
の
基
本
は

何
か
。

　

地
の
利
、
町
の
歴
史
、
景
観
が
根
本
的

に
本
町
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
郷
土
、
地
元
愛
が
強
く
、
町
民
自
ら

美
し
い
庭
造
り
を
実
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
中
に
歴
史
あ
る
美

し
い
町
並
み
が
あ
る
た
め
観
光
地
と
し
て

の
基
礎
は
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、
各
企
業

が
町
の
景
観
と
調
和
し
た
店
舗
を
造
る
な

ど
、
郷
土
愛
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
各
地
と
も
自
ら
行
動

し
、
自
治
体
の
補
助
金
な
ど
に
頼
ら
な
い

活
動
で
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。
本
町
も

各
地
区
で
は
知
恵
を
出
し
な
が
ら
全
体
で

は
御
立
岬
や

う
た
せ
船
な

ど
を
観
光
の

核
と
し
、
食

の
特
産
品
づ

く
り
に
力
を

傾
注
す
べ
き

だ
と
確
信
し

た
視
察
で
し

た
。
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平
成
26
年
11
月
19
日
熊
本
県
町
村
議
長

会
の
主
催
に
よ
り
、
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
に

お
い
て
、
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶
の
後
、
第
12

回
熊
本
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
が
あ
り
27
町
村
応
募
の
中
か
ら
南
阿

蘇
村
、
南
関
町
、
あ
さ
ぎ
り
町
、
菊
陽
町
、

御
船
町
の
５
町
村
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
方
法
は
３
人
の
審
査
員
が
①
内
容

②
見
や
す
さ
③
記
事
、
見
出
し
に
つ
い
て

各
10
点
を
つ
け
、
総
計
90
点
満
点
で
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
今
回
の
最
高

点
は
90
点
満
点
中
72
点
と
の
事
で
あ
り
、

芦
北
町
議
会
だ
よ
り
「
う
た
せ
」（
審
査
対

象
う
た
せ
第
37
号
、
第
38
号
）
の
評
価
点

は
90
点
満
点
中
59
点
と
の
事
で
、
入
賞
ま

で
あ
と
一
歩
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
後
、
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
講
評
が
熊

本
日
日
新
聞
社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
専
門
委
員
、
熊
本

大
学
客
員
教
授
の
越
地
真
一
郎
氏
か
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。
共
通
の
講
評
と
し
て
は
、

＊
住
民
目
線
が
カ
ギ
で
あ
る
。

＊
自
己
満
足
よ
り
読
者
の
満
足
度
を
優
先
。

＊
紙
面
は
議
員
個
人
の
も
の
で
は
な
く
、

議
会
全
体
の
も
の
。

＊
写
真
説
明
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
も
っ

と
丁
寧
に
親
し
み
や
す
く
。

＊
聞
き
な
れ
な
い
議
会
用
語
を
解
説
す
る
。

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
広
報
活
動
に
大
変
参
考
に
な
っ

た
研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
20
日
議
会
広
報
特
別
委

員
会
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

視
察
研
修
地
の
佐
賀
県
基
山
町
は
、
鳥

栖
市
に
隣
接
し
、
佐
賀
県
の
玄
関
口
と
言

わ
れ
交
通
の
利
便
性
も
よ
く
、
面
積
22
・

12
㎢
（
芦
北
町
の
約
10
分
の
１
）
人
口

１
７
，５
９
３
人
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
）
予
算
規
模
約
55
億
円
（
芦
北
町
の
約

半
分
）
の
町
で
し
た
。

　

広
報
委
員
会
の
編
集
体
制
は
任
期
を
２

年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
議
員
任
期
４
年
の

中
で
全
員
が
広
報
委
員
を
経
験
、
担
当
で

き
る
体
制
で
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
予
算
も
少
な
く
（
芦
北

町
の
約
４
分
の
１
）
表
紙
、
裏
面
以
外
は

カ
ラ
ー
印
刷
で
は
な
か
っ
た
が
、
広
報
内

容
は
、
議
会
活
動
や
町
の
動
き
が
、
事
細

か
に
町
民
目
線
で
書
か
れ
て
お
り
、
レ
イ

ア
ウ
ト
や
字
の
大
き
さ
等
、
か
な
り
工
夫

さ
れ
読
み
や
す
く
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
学
ん
だ
結
果
に
つ

い
て
、
参
考
と
な
っ
た
良
い
と
こ
ろ
は
早

急
に
取
り
入
れ
る
事
と
し
ま
し
た
。

町村議会広報研修会(メルパルク熊本)

視察研修(佐賀県基山町)
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１０月　１日

２２日

２７日

２９日

３０日

１１月　６日

１２日

１４日

１９日

２１日

１２月　３日

９日

１２日

２４日

２５日

水俣芦北広域行政事務組合議会

議員研修(長野県南箕輪村、小川の庄、

小布施町)(～２４日)

南九州西回り自動車道の早期実現に

関する要望活動(博多)

京都府久御山町議会視察研修来町

熊本県町村議会議長会理事会議(熊本市)

熊本県町村議会議長会議員研修会(益城町)

第５８回町村議会議長全国大会(東京)

水俣・芦北地域振興推進協議会後期要望活動(東京)

南九州西回り自動車道建設促進大会(東京)

第２回熊本県後期高齢者医療広域連合

議会定例会(熊本市)

議会運営委員会

議会全員協議会

定例会(議案審議)

文教厚生常任委員会

定例会(一般質問)

広報特別委員会

水俣芦北広域行政事務組合議会

熊本県町村議会議長会理事会議(熊本市)

議 会 の う ご き

次回の議会は３月上旬の予定です｡

　

10
月
29
日
に
京
都
府
久
御
山
町
議
会
総
務
事
業

常
任
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
行
政
視
察
の
た
め
訪
問

さ
れ
、
議
会
か
ら
寺
本
議
長
が
、
町
か
ら
藤
崎
副

町
長
が
出
席
し
対
応
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
本
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
」
に
つ
い
て
の
研
修
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
町

紹
介
の
後
、
企
画
財
政
課
の
担
当
職
員
か
ら
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト(

説
明
用
の
ス
ク
リ
ー
ン)

を
使
っ

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

説
明
後
は
、
熱
心
に
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議会広報特別委員会議会広報特別委員会

委
員
長　
　

宮
内　

道
則

副
委
員
長　
　

平
松　

洋
一

委　
　

員　
　

宮
尾　

秀
行

　
　
〃　　
　
　

前
田　

徹
一

　
　
〃　　
　
　

白
坂　

康
浩

　
　
〃　　
　
　

荒
川　

知
章

　

大
相
撲
芦
北
場
所
が
、
11
月
30
日
、
し
ろ

や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
に
お
い
て
、
芦
北
町
合

併
10
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
町

で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
相
撲
人
気
が
急
上
昇
し
て
い
る

中
、
早
朝
よ
り
地
元
相
撲
ク
ラ
ブ
の
子
供
達

の
ぶ
つ
か
り
稽
古
に
始
ま
り
、
町
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
お
よ
そ
３
，４
０
０
人
は
、
横
綱

白
鵬
を
は
じ
め
人
気
力
士
が
目
の
前
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
場
所
さ
な
が
ら
の
取

り
組
み
で
あ
っ
た
た
め
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

芦
北
場
所
実
行
委
員
会
な
ど
主
催
者
の
皆

様
方
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
開
催
さ

れ
た
事
に
感
謝
し
、
大
相
撲
芦
北
場
所
が
、

今
後
も
是
非
開
催
さ
れ
る
事
を
期
待
し
ま

す
。 

(

前
田)

久御山町議会視察来町久御山町議会視察来町
く み やま


